






















3．実践Ⅱ生活単元学習「学習発表会でポップコーンを販売しよう」の授業作り

（1）はじめに

本校中学部では、ポップコーンの栽培活動を総合的な学習の時間に位置付け、角間の里（金沢

大学キャンパス内）の畑づくりから、栽培、収穫、一次乾燥までの一連の活動に中学部生徒全員

で取り組んでいる。

本グループは、1年生1名、2年生3名、3年生2名の計6名で構成されている。作業学習で

は、粒はずし、選別、洗浄、二次乾燥、計量、袋詰め、ラッピングの一連の工程に取り組み、収

穫したポップコーンの製品作りを担っている。また、このポップコーン製品は11月の学習発表

会で販売している。

9月中旬、ポップコーンの収穫と一次乾燥を終え、2ケ月後の学習発表会の販売に向けて、作

業学習の今後の大まかなスケジュールの確認と、ポップコーン販売について生徒からの意見を求

めた。この授業では、生徒から「昨年より多くのお客さんに来てほしい」「商品をたくさん売りた

い」と販売活動に対する意欲的な意見があった。学習発表会でのポップコーン販売を、生徒たち

が種々の活動に意欲的に取り組むことができる機会と捉え、本単元を設定した。

指導にあたっては学習活動の中での生徒の発言や行動に注目し、生徒の内面の動きを捉えると

ともに、授業後の事後検討会（研究会）で、授業を振り返り次時の改善点や展開を確認していく

ことにした。

（2）単元の計画と実施

毎年、学習発表会での作業製品の販売を実施している。一昨年度までは、作業学習に多くの時

間を割いていたため、ポップコーン販売に関する単元では、店づくりやポスター作成などの準備

を中心に行っており、接客についての学習が不足していた。

昨年度は、生徒たちが自信を持って自分たちの作業製

品を販売できるよう、接客についての学習活動に重点を

置いた単元を計画・実施した。昨年度本校に入学したE

子は、他の授業場面で失敗することを避ける様子が見ら

れていた。初めて経験する学習発表会での販売に向けた

事前学習では、失敗しないよう、他の生徒の様子を見な

がら活動に取り組んでいた。開店準備の他、接客等に関

する学習活動を重ね、当日の販売では、笑顔で積極的に

客に対応する姿が見られた。

学習発表会での販売に向けた学習活動の中で、販売の

イメージを持ち、販売活動や自分自身に自信を持てるよ
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学習発表会での販売（昨年度） うになった結果ではないかと推察した。

今年度、「昨年より多くのお客さんに来てほしい」「商

品をたくさん売りたい」という思いを持ったE子から「(ポップコーンの）味を増やしたい」と

いう意見があった。他の生徒たちからも「チョコレート、カレー、しょうゆ、ブラックペッパー

…」と、自分の意見を伝えてE子に同調する姿が多数見られた。

より多く商品を販売するという目標の達成には、店づくり等の様々な要素も反映されるが、生

徒たちの新しい商品への期待の高まりに着目し、本単元では販売する商品に焦点を当てることに
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「失敗したくない｡」昨年度は、初めての活動に見通しを持てず自信なさそうにしていたE子

であったが、学習発表会に向けての一連の学習活動を通して、自己への認識を新たにし、自信を

持ちながら意欲的に取り組むようになった。販売当日には、笑顔を見せながら接客するE子の姿

があった。

それから一年後、「昨年より多くのお客さんに来てほしい」「商品をたくさん売りたい」「(ポッ

プコーンの）味を増やしたい」というE子の発言があった。

昨年度の経験を踏まえ、新たな要求を持ち、本単元での学習プロセスの中で、既有知識や自己

認識を更新しながら、さらに自己効力感を高めていった。活動に対する前向きなE子の姿勢は、

今後も彼女の育ちを促していくであろう。
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●授業における教材や手だて、支援は適切だったか。

･10種類のポップコーン用フレバーから、目を輝かせながら個々のおすすめの味を選択してい

た姿からも、ポップコーンの新しい味を決める活動は、生徒たちには意欲的に取り組める活

動であったと考えられる。

他グループの生徒や教員に人気の味を調べる活動において、
一一ー

しん轟じけっこいせん

本単元では投票という形式を採用した。ポップコーンの試食ポヴ認コーン新味決寵戦

と投票をしてもらうという活動の中で、投票の対象を明確に

しなかったことで、生徒たちに戸惑いを生じさせたように思
ｰ

フ ○ 新しい商品を決定するプロセスを説明するにあたり、投

票の対象を明確にするべきであった。授業後の検討会で、投

票の対象が一目で分かる一覧表が必要ではないかという意見

が出された。後の授業で、一覧表（写真Ⅱ－2－5）を提示

した｡この表は、新商品決定のプロセスを理解することに有

効な支援となった。

投票の形式は、開票するまで結果がわからないという期待感
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を生徒たちに持たせる効果をねらったが、ボードの枠に一人写真Ⅱ－2－5

ずつシールを貼っていく形式の方が直接的でわかりやすかった
新味候補一覧表
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のではないかとも考える。しかし、本校の生徒会役員選挙でも投票という形式を採用してい

ることを考えると、投票がなじみのある手段になっていくことを期待し、今後も採り入れて

いきたい。
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●生徒の内面（要求、既有知識の更新、自己認識、自己効力感）の見取りを妥当に行えたか。

授業に反映させられたか。

2ヶ月間に及ぶ単元を展開していく中で、学習活動における生徒の発言や行動などの様子か

ら、生徒の内面を推察していった。「昨年より多くのお客さんに来てほしい」「商品をたくさ

ん売りたい」「(ポップコーンの）味を増やしたい」という生徒の発言に着目し、多くのお客

さんに喜んでもらえるような、新しい味のポップコーンを販売するという活動を実施するこ

とができた。（表Ⅱ－2－6）ではE子を例に挙げているが、新商品を決定するプロセスに

おいて、生徒に一覧表を提示する支援を行うに至ったが、生徒の様子から、投票する対象に

ついて見通しが持てていないのではないかという推察によるものである。



写真Ⅱ－2－6

学習発表会での販売（今年度）
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なぜ、何のために、学ぶのか、活動に取り組むのか。

生徒の学習活動に対する意味や価値、意識の持ちよう

によって、得られる学習成果は大きく異なる。

生徒たちが学校生活で大きな学習成果を得て、今後の

社会生活に生かしていくことができるよう、我々教師に

は、生徒たちが学習活動に対する意味を見いだしながら

取り組んでいけるような学習活動の展開が求められてい

る。

単元目標、授業計画、学習活動の内容、手立てや支援

が適切であったか。また、生徒は何を考え、何を感じて

いるのかに着目しながら、日々の授業を見直し、生徒の

育ちを促す授業のあり方を今後も探っていきたい。
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